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双日の価値創造の源泉

1918年、日本で初めて
ビルマ産綿花を輸入

1928年、東アフリカへの綿
花栽培投資日本第一号

日綿實業は米マックレガー・ドニガー社と
ブランドのライセンス契約を締結。
1963年、マックレガーが日本に上陸

日本の船舶業界をリード
1956年、
米・ボーイング社と
代理店契約を締結

1918年
日本曹逹工業設立〔現・トクヤマ〕

1955年、
ブラジル鉄鉱石
の輸入を開始

1971年、ナイキ社の前身である
BRS社と取引を開始 (日商岩井)
写真は2011年、ナイキ社から
双日に贈られた「銀の靴」

1973年、ジャカルタで行わ
れた日本最大のLNG導入
プロジェクト調印式

2004年

双日株式会社
発足

1968年

日商岩井
発足

1943年
岩井産業
に商号変更

1896年
岩井商店
創業

1874年
鈴木商店
創業

1928年
日商
設立

1892年
日本綿花
設立

1943年
日綿實業
に商号変更

1982年

ニチメン に商号変更

1862年
岩井文助商店
創業

1917年
売上高で日本一の総合商社に。

神戸製鋼、帝人など
80もの事業会社を設立

神戸を拠点とし、
貿易だけでなく製造事
業にも進出

日本最大産業である紡績業への貢献

2

～必要なものを必要なところへお届けする～
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全体像
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1. 価値観

◼ 双日コーポレートメッセージ

双日グループは、誠実な心で世界を結び、
新たな価値と豊かな未来を創造します。

◼ 双日グループ企業理念

◼ 双日グループスローガン

発想×双日
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2. ビジネスモデル

⚫ 双日は、「双日グループ企業理念」に
基づき、ステークホルダーとともに、
「２つの価値」の最大化を図り、
双日と社会の持続的な成長を
目指しています。

⚫ それは双日と社会それぞれの視点を
認識し、双方にとっての価値を最大化し
ていくことこそが、企業理念として目指す
「新たな価値と豊かな未来」の創造に
つながると考えているからです。

「２つの価値」を創造
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2. ビジネスモデル 双日の価値創造プロセス
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2. ビジネスモデル

双日の財務資本

双日が誕生して17年。

経営統合、リーマンショック、
さらにはCovid-19
Pandemicというという
不確実な事業環境に
おいて、持続的な成長を
実現できた、成長力の支え
である規律ある財務マネジ
メントは、３.戦略パートで
説明させて頂く。

～持続的な成長を果たす上での特に重要な双日の２つの資本～

双日の人的資本

２つの価値を創出するのは人。
双日が持続的に価値を生み続け
ていくためには、激しい外部環境
変化に適応する人材力の強化が
重要、その取組みについて、
3.戦略パートで説明させて頂く。
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3. 持続可能性・成長性・戦略（KPI）
～中期経営計画2020の概要

POST中計2020

～Change for Challenge～
～Challenge for Growth～

中期経営計画2020

～Commitment to Growth～

「財務基盤の確立」

「将来の成長に向けた
資産の獲得」

「安定的な収益基盤の拡大」

「持続的成長に向けた
サイクル構築」

挑戦により成長し続ける企業

 マーケットに存在感を示す
連結純利益1,000億円以上
 ROA、ROEの更なる向上
社会と社員の期待に応える企業

成
長
基
盤
の
構
築

成
長
の
実
現

更
な
る
飛
躍

着実な成長の実現

更なる成長に向けた投資の継続

財務規律の堅持と成長への機能強化

実行済み案件による確実な収益貢献

【中期経営計画2017】
将来の成長を見据えた挑戦

総資産規模を変えずに3,000億円
程度の新規投融資を実行

【中期経営計画2014】
成長に向けた基盤固め

自己資本の着実な積み上げ
財務基盤の堅持
安定的な収益基盤の拡大

中期経営計画2014/ 中期経営計画2017

(2018.4～2021.3)

Copyright © Sojitz Corporation 2020
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～中期経営計画2020の目標（財務）

前期比10%程度の
利益成長

ROA 3％超

中計3ヵ年累計での
基礎的CFの黒字

ネット DER
1.5倍以下

当期純利益
750億円以上

ROE 10%超

3. 持続可能性・成長性・戦略（KPI）
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～双日の財務資本を強化してきたのは、過去から粛々と実行した
規律あるバランスシート・キャッシュフローマネジメント

Copyright © Sojitz Corporation 2020

資産
入替

低採算
資産等

優良
資産

総資産
有利子
負債

自己
資本

純利益
750億円
以上

基本的な考え方

⚫ 継続的な資産入替と優良資産の積み上げによるROA向上
⚫ 自己資本の拡充とROE向上の両立
⚫ ネットDERは1.5倍以内にコントロール
⚫ 格付け向上による資金調達の質の向上

中計2017
⚫ ROA 2.5％
⚫ ROE 10.0％

中計2020
⚫ ROA 3％超
⚫ ROE 10％超

BS・CFマネジメント

⚫ 成長投資と株主還元は、営業活動と資産入替により創出された
キャッシュでマネージ（基礎的CF＞0）

⚫ 資産・事業のバリューアップ、リスクリターンを踏まえた
資産マネジメント

⚫ 自己資本の拡大のため、のれん等のコントロール、
金利や為替への耐性を強化

継続したBSマネジメントにより、優良資産から質の高い利益
とキャッシュを創出し、CFマネジメントによる成長モデルを実現

CFマネジメント
（基礎的CF）

BSマネジメントの深化

株主
還元

成長
投資

資産
入替

創
出
さ
れ
た
キ
ャ
ッ
シ
ュ

資産・事業の
バリューアップ

リスクリターンを踏まえた
資産マネジメント

のれん等のコントロール

金利・為替への耐性強化

ネットDERコントロール

優
良
資
産

質
の
高
い
利
益

ROA ROE

自己資本
の拡充

ネットDER
1.5倍以下

3. 持続可能性・成長性・戦略（KPI）

現在
過去→現在

循環
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3. 持続可能性・成長性・戦略（KPI）
～現行中期経営計画2020の成長を加速させる施策

自然資本を活用した発電事業やヘルスケアなどのインフラを中心に投融資を実行
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2. ビジネスモデル 双日の価値創造事例
～環境負荷低減と世界でのエネルギー需要の高まり、その両面を満たす
再生可能エネルギー事業～
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収益積み上げに向けた主な取り組み事例

⚫ 既存事業

再生可能エネルギー事業

⚫ 新しい取り組み

トルコ病院事業(投融資額300億円)

双日が発揮する機能

• ミャンマー通信インフラ事業
• ASEANリテール事業
（食品卸売、物流、製パン事業等）
• AI・IoT事業
（自動車販売金融におけるフィンテック
サービス、コネクテッドカー、AI診断サービ
ス、農業プラットフォーム等）

収益貢献(億円)

18/3期 19/3期 20/3期

8 20 35

今後も安定的な収益獲得を見込む

• 肥料事業の強化及び周辺展開
タイ、フィリピン、ベトナムで地域別・作物別に緻
密なプロモーションを実行することに
加えて、周辺地域への輸出拡大を行うことで、
販売拡大を図る。
地域に根差した肥料事業の長年にわたる取り組
みを活かし、農業に関連する事業にも挑戦。

2020年5月に開院。質の高い医療インフラの提供により
人々の生活の質の向上に貢献
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3. 持続可能性・成長性・戦略（KPI）
～双日固有の課題と外部環境への対応から生まれた人材施策

10年後に想定される
歪な人口構成に対応
する制度と打ち手が

喫緊の課題

グローバルにビジネスを展開する商社は、
世界中の多様な価値観を受け入れるこ
とができて初めて、顧客への価値提供を
実現できます。
十分に言葉が通じない、文化や商習慣
が異なる相手であっても、置かれた立場と
気持ちの機微を理解することが、事業の
推進にあたっての第一歩です。

執行役員
人事担当本部長

Hassojitz Project
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⚫ 個人が成長実感を持つ機会提供
⚫ 個がチーム・組織のために挑戦・切磋琢磨し成果を求める

個の成長がチーム・組織の成長に、会社の成長に

双日グループ企業理念

双日グループは、誠実な心で世界を結び、
新たな価値と豊かな未来を創造します。

双日グループスローガン

New way, New value

行動指針

1. 確かな信頼を築く。
2. 将来を見据え、創意工夫する。
3. スピードを追求する。
4. リスクを見極め、挑戦する。
5. 強固な意志でやり遂げる。

Withコロナで加速した個人の働く価値観の変化と人材戦略

個人 チーム・組織

2つの価値提供

3. 持続可能性・成長性・戦略（KPI）
～
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2019
（初）

• テーマ：8つのメガトレンド
• 公募メンバー：37名
• ファシリテーター：8名

⚫ 将来を見据えた事業構想力を実践する場
⚫ 様々な事業集合体である商社で起こり得る「組織の壁」を越える全社プロジェクト

変化を楽しみながらビジネスの機会・自身の変革につなげる

多様性
チームメンバー

イノベーティブ
自由な発想

育成機会
バックキャスティング思考

2020
（2年目）

• テーマ：実現につなげる
• アイデア数：80超から8つへ

ひとづくりの事例：発想 × 双日プロジェクト

2020年プロジェクトチームより
【フェムテック チーム】

2050年という未来を想像
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発想 × 双日プロジェクトから生まれた新事業
～2050年 地球温暖化に向けた対策を

電気も通信も1800年代に開発
電気はケーブルから
脱却できていない

通信は無線が当たり前

ワイヤレス給電を開発 技術はあるがニーズがない 電気自動車の未来を見据えた
インフラ整備

× ×
商社の出番

社会課題を解決！

電気自動車の企画、開発、製造および販売、バッテ
リーリース事業等を行うスタートアップ企業ASF社と、
モビリティを中心とした新しいエネルギー社会のシステム
構築を目指し、双日は同社へ出資。
再生可能エネルギー由来の電力供給やEV充電インフ
ラの整備等を推進

地球環境に配慮した交通社会の実現と経済成長を両立させる社会インフラを創造
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中計2020は、サステナビリティ チャレンジに向けた
準備期間と位置付け、今後10年で低炭素社会の実現

に貢献するビジネスの拡大を図ると共に、恒常的に
人権尊重の取り組みを拡大する

人権 環境

資源 地域社会

人材 ガバナンス

企業理念

事業を通じた脱炭素社会実現への挑戦と、
サプライチェーンを含めた人権尊重への対応により、

双日と社会の持続的な成長を目指す

長期ビジョン：サステナビリティ チャレンジ

双日のサステナビリティへの取り組み

企業理念の実現と双日の持続的な成長のため、サステナビリティの

考え方（※）を従前以上に経営に取り込み、環境・社会に

関わる課題解決と双日の事業の更なる融合促進を図る

※ 「双日が得る価値」と「社会が得る価値」の『2つの価値』の最大化を追求し、
6つの重要課題を意識した取り組み

サステナビリティ
重要課題

（マテリアリティ）

✓ 2030年までに一般炭権益資産を

半分以下に

✓ 原則、一般炭権益の新規取得は

行わない

✓ 石炭火力発電事業の新規取り組みは

行わない（現在保有案件無し）

→ 上記方針の下、19年度において

一部の一般炭権益を売却

石炭権益事業及び石炭火力
発電事業に関する取り組み方針

0

300

600

19/3

期末

20/3

期末

31/3

期末

順調に
進捗

半分
以下に

進捗状況

（一般炭権益資産推移）

2018年8月 TCFDに賛同

(億円)

3. 持続可能性・成長性・戦略（KPI）
～低炭素・脱炭素社会の実現に向けた長期的な取り組み
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「MSCI 日本株女性活躍指数」の

構成銘柄に4年連続で選定

社会的責任投資のグローバル株価指数
「Dow Jones Sustainability Index(DJSI)」
「World」、及び「Asia Pacific」の構成銘柄に

3年連続で選定

FTSE Russell社が提供する
「FTSE4Good Index Series」並びに
「FTSE Blossom Japan Index」の

構成銘柄に3年連続で選定

◼ 国内外の主要インデックスへの組み入れ、ESG評価機関の評価

RobecoSAM 社による「企業のサステナビリティ格付け」で

2年連続で「シルバークラス」に選定
2019年にCDPより気候変動において
「リーダーシップ」レベルの「A−」と認定

女性活躍推進の取り組みが評価され、

4年連続で「なでしこ銘柄」に選定

GPIFのESG投資選定指数

世界的なESG株価指数である、FTSE、DJSIの対象銘柄への継続組み入れ
GPIFが採用するESG投資指数の構成銘柄にも連続選定

4年連続の選定は商社初

820

3. 持続可能性・成長性・戦略（KPI）
～ 無形資産のモニタリング評価
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4. パフォーマンス
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4. パフォーマンス
安定的・継続的に配当を実施

現行中計において連結配当性向30％程度を
基本方針とする
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4. パフォーマンス
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5. ガバナンス
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取締役会・監査役会の構成（2020年6月株主総会以降）

株主総会

業務執行体制

監査役(社内) 2名

社外監査役 3名

取締役(社内) 4名

社外取締役 3名

会計監査人

監査役会取締役会指名委員会

選任・解任 選任・解任選任・解任

会計監査

監査
執行役員の
選任・監督

重要な業務遂行
につき付議

提案

独立役員比率 50%（6名／12名）

報告
監査

議長

社外
３名

社内
1名

委員長

報酬委員会

社外
３名

社内
1名

委員長

提案

5. ガバナンス
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弁護士として国際法務・企
業法務の分野における高度
かつ専門的な知識を有する

報酬委員会委員長
指名委員会委員

社外取締役

代表取締役社長 CEO

藤本 昌義
指名委員会委員
報酬委員会委員

取締役（社内）

代表取締役
副社長執行役員 CFO

田中 精一

代表取締役
副社長執行役員

平井 龍太郎

取締役
専務執行役員

後藤 政郎

外務省において要職を歴任し、
外交を通じて培われた国際性や
世界情勢等に関する高い見識
を有する

指名委員会委員
報酬委員会委員

取締役（非常勤）

齋木 尚子

日本精工株式会社において、取締役代
表執行役社長及び取締役会長を務め、
グローバルな成長戦略を推進すると共に、
コーポレート・ガバナンスの強化を行うなど、

経営トップとしての豊富な知見・経
験等を有する

取締役会議長
指名委員会委員長
報酬委員会委員

取締役（非常勤）

大塚 紀男
取締役（非常勤）

内藤 加代子

機械・資源管掌
化学・食料
リテール管掌

5. ガバナンス～取締役会の多様性・スキル
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80%

5. ガバナンス～取締役会の実効性評価
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取締役（社内）の報酬の構成

基本報酬 ：取締役の役位に応じた金銭、及び一定数の株式交付ポイントの付与
業績連動報酬：取締役の役位に応じた対象期間における各事業年度の連結当期純利益の額に連動した金銭、及び株式交付ポイントの付与
株式報酬 ：取締役の退任後に、交付される株式総数（株式交付１ポイントにつき当社株式１株）が確定

＜取締役の報酬＞
同業他社の報酬水準、及び当社業績をベンチマークとして、取締役会の諮問機関であり、社外取締役を委員長とする報酬委員会での
審議を経て、取締役会の決議によって決定

当社定時株主総会において決議された報酬限度額の範囲内で決定されます。

取締役（社内）の報酬
当社の中長期的な業績向上と企業価値増大への貢献意識を高める
ことを目的に、会社業績との連動性が高く、かつ透明性・客観性の
高い役員報酬制度として、業績連動型株式報酬等の報酬制度を
導入。
業績連動に基づく報酬は、役位に応じて各事業年度の連結当期
純利益額に連動

社外取締役の報酬
独立性の観点から業績連動報酬は導入せず、基本報酬(金銭)のみ
とし、報酬委員会での審議を経て、取締役会の決議により決定

＜監査役の報酬＞
原則、監査役会において協議、決定

5. ガバナンス～役員報酬
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6. 次への課題

資本コスト7～8％

資本コストを上回る
リターン

資本コストを上回るリターンを創出するも、当社評価は依然厳しいという現実
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将来の課題

持続的な企業価値創造のための自社の競争力を高め、
投資家をはじめとするステークホルダーの理解を深めてもらうために

自社の価値創造プロセスにおいて、以下が重要であると改めて整理

競争力の源泉の明確化と強化
持続的な成長を醸成する非財務資本とは何か。

なぜ、その経営資源を強化するのか、
どう強化するのかを明確にし、仕組みを設定

持続的な価値創出を支える体制・方針の高度化
E：気候変動に伴う個別事業のシナリオ分析と開示
S：社員全員が活躍する制度、人事施策の実行
G：政策保有株の縮減、

企業価値創造の役員報酬制度への反映

持続的な企業価値の創出
・M&Aを含む投資戦略の強化・実行・成果
・価値創出を可視化させる明確な仕組み
・環境対応を価値創出に変える「リスクと機会」の
策定と実行

双日のIR：開示と対話、そして共創
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